
戦後の海運再建に

辰馬 3姉 妹
文
・
山 田 廻 生 (日本海事史学会副会長)

山縣勝見 (山下新日本汽船
十五年』より)

―

貢献した

‐‐
と をと
″, ■

ととた■感

一一一　十一Ｔ
一
．一

F社史一合併より

辰和丸クラスの第3船 辰自丸 (筆者所蔵)

《ほ宮丸主要日》
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名 船 発 掘 ・日本

出
自
は
清
酒
醸
造
元

・
辰
馬
家

今
号
は
神
戸
特
集
な
の
で
、
当
地
に
ゆ
か
り
の
あ

る
船
会
社
と
そ
の
看
板
汽
船
を
紹
介
し
よ
う
。

辰
馬
汽
船
。
兵
庫
県
西
宮
に
拠
点
を
置
い
た
こ
の

会
社
は
、
出
自
が
灘
の
銘
酒

「白
鹿
」
の
醸
造
元

・

辰
馬
家
と
い
う
果
色
の
海
違
企
業
で
あ
る
。

辰
馬
家
の
清
酒
醸
造
は
１７
世
紀
に
始
ま
り
、
１９
世

紀
に
入
る
と
年
間
１
５
０
０
樽
を
江
戸
に
積
み
出
し

て
い
た
と
い
う
。
樽
廻
船
を
買
い
入
れ
て
江
戸

へ
の

回
漕
業
を
始
め
た
の
は
弘
化
３

（１
８
４
６
）
年
で

あ
る
。
下
り
荷
は
む
ろ
ん
清
酒
で
あ

っ
た
。

日
清
戦
争
中
に
汽
船
業
に
進
出
。
日
露
戦
争
中
に

辰
馬
本
家
汽
船
部
を
設
立
。
こ
れ
を
母
体
に
辰
馬
汽

船
合
資
会
社
が
明
治
末
年
に
誕
生
し
た
。
株
式
会
社

に
な

つ
た
の
は
大
正
５

（１
９
１
６
）
年
で
あ
る
。

不
定
期
船
二
で
は
最
大
級
の
商
船
隊
を
擁
し
た
辰

馬
汽
船
は
、
大
正
中
期
に
貸
船
運
航
か
ら
自
営
運
航

に
転
じ
た
。
昭
和
戦
前
期
に
は
定
期
船
運
航
に
も
参

入
。
台
湾
航
路
に
タ
ー
ビ
ン
貨
物
船

「辰
和
九
」
ク

ラ
ス
４
隻
を
新
造
し
投
入
、
好
成
績
を
上
げ
た
。
１７

ノ
ッ
ト
の
高
速
船
だ

つ
た
。

戦
後
は
辰
馬
本
家
が
地
方
財
閥
に
指
定
さ
れ
て
解

散
。
辰
馬
汽
船
は
存
亡
の
危
機
に
面
し
た
が
、
辰
馬

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
山
縣
勝
見
が
再
建
に
当
た
り
、
昭
和

２２

（１
９
４
７
）
年
に
社
名
を
新
日
本
汽
船
と
改
め

た
。
社
長
に
は
山
縣
が
就
任
。
昭
和
３３
（１
９
５
８
）

年
に
本
社
を
西
宮
か
ら
神
戸
に
移
し
た
。

商
船
隊
再
建
は
、
「辰
和
九
」
ク
ラ
ス
が
３
隻
残
っ

た
こ
と
か
ら
、
他
社
よ
り
有
利
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
外
航
定
期
船
は
計
画
造
船
で
増
強
し
た
。
昭
和

２７

（１
９
５
２
）
年
に
は

「武
庫
春
丸
」
（７
８
１
７

総
ト
ン
）
を
第
１
船
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路

の
単
独
参
入
を
実
現
さ
せ
た
。

昭
和
３９

（１
９
６
４
）
年
の
外
航
海
運
集
約
で
は

山
下
汽
船
と
対
等
合
併
し
、
山
下
新
日
本
汽
船
に
な

っ
た
。
次
い
で
平
成
に
入
る
と
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ン
と

対
等
合
併
し
て
ナ
ビ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ン
に
発
展
。
さ
ら

に
平
成
１１

（１
９
９
９
）
年
に
は
大
阪
商
船
三
井
船

舶
と
合
併
し
た
。
新
社
名
は
商
船
三
井
。
存
続
会
社

は
商
船
三
井
で
、
合
併
比
率
は
商
船
三
井
株
式
１
株

に
対
し
ナ
ビ
ッ
ク
ス
株
式
３

・
５
株
で
あ
つ
た
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
辰
馬
汽
船
は
現
在
の
商
船
三

井
の
源
流
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

日
本
～
台
湾
航
路
の
定
期
貨
物
船

右
貢
写
真
の

「辰
宮
丸
」
は
、
辰
馬
汽
船
が
三
菱

神
戸
造
船
所
で
建
造
し
た

「辰
和
丸
」
ク
ラ
ス
の
３

番
船
で
あ
る
。
昭
和
１３

（１
９
３
８
）
年
１１
月
に
完

成
し
、
日
本
～
台
湾
航
路
に
就
航
し
た
。

辰
馬
汽
船
の
台
湾
航
路
は
昭
和
初
年
、
台
湾
糖
の

日
本
内
地

へ
の
輸
送
契
約
を
も
と
に
始
め
ら
れ
た
も

の
で
、
砂
糖
の
ほ
か
、
台
湾
米
、
バ
ナ
ナ
な
ど
を
積

ん
だ
。
バ
ナ
ナ
輸
送
の
た
め
、
「辰
和
九
」
ク
ラ
ス
の

中
甲
板
に
は
機
械
通
風
装
置
が
備
え
ら
れ
た
。

台
湾

へ
の
積
荷
は
、
木
材
、
肥
料
、
雑
貨
な
ど
。

雑
貨
の
な
か
に
は
清
酒

「白
鹿
」
（台
湾
で
は
ハ
ク
ロ

ク
と
音
読
し
た
）
も
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「辰
和
丸
」
ク
ラ
ス
で
戦
没
し
た
の
は
第
２
船

「辰

鳳
九
」
１
隻
だ
け
だ
。
た
だ
し
同
船
は
開
戦
翌
年
、

南
方
海
上
で
米
潜
水
艦
に
体
当
り
し
て
沈
め
た
武
勇

談
が
あ
る

（同
社

『殉
職
者
追
悼
録
ラ
。
「辰
和
丸
」

と

「辰
宮
丸
」
は
沈
ん
だ
が
、
戦
後
浮
揚
に
成
功
し

復
帰
。
第
４
船

「辰
春
九
」
は
沈
ま
ず
に
生
き
残

っ

た
。
幸
運
な

「辰
春
丸
」
に
あ
や
か
り
、
戦
後
の
新

日
本
汽
船
の
船
は
、
「武
庫
春
九
」
「富
士
春
丸
」
の

よ
う
に
、
船
名
の
末
尾
に

「春
」
を
付
し
た
。

「辰
宮
丸
」
は
海
軍
に
徴
用
さ
れ
、
特
設
敷
設
艦
に

変
身
し
た
。
の
ち
特
設
運
送
船
に
な

っ
た
が
、
終
戦

直
前
に
舞
鶴
港
外
で
空
爆
を
受
け
欄
坐
し
半
没
。
戦

後
引
き
揚
げ
ら
れ
、
姉
妹
船
と
と
も
に
新
日
本
汽
船

の
中

堅

貨

物

船

と

し

て
活

躍

し

た
。
昭

和
３‐

（１
９
５
６
）
年
に
内
外
汽
船

へ
売
却
さ
れ
、
そ
の

３
年
後
、
主
機
を
デ
イ
ー
ゼ
ル
に
換
装
。
そ
の
後
も

船
主
を
転
々
と
し
た
が
、
同
４０

（１
９
６
５
）
年
に

台
湾

へ
身
売
り
し
、
２
年
後
、
当
地
で
解
体
さ
れ
た
。

「辰
和
九
」
は
昭
和
２９

（１
９
５
４
）
年
５
月
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
コ
メ
を
満
載
し
て
帰
航
中
、
南
シ
ナ

海
で
台
風
に
道
遇
。
１
～
３
番
船
倉
に
浸
水
し
、
乗

組
員
全
員
も
ろ
と
も
海
底
に
消
え
た
。
４
姉
妹
の
な

か
で
は
最
も
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
。

「辰
春
丸
」
は
昭
和
４２

（１
９
６
７
）
年
に
パ
ナ
マ

船
主
に
売
却
さ
れ

「
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
マ
ウ
ン
テ
ン
」

と
改
名
。
そ
の
４
年
後
に
廃
船
に
な

つ
た
。
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